らの 作品 を 書いた 時の 自分 を 幾分で も 自分に 記念した 

かった からに 外なら ない。 自分の 創作に 対する 所見、 

態度の 如き は、 自 ら 他に 発表す る 機会が あるで あろ 

う。 唯、 自分 は 近来ます/^ 自分ら しい 道 を、 自分ら 

しく 歩く ことによって のみ、 多少な リ とも 成長し 得る 

事 を 感じて いる。 従って、 屡々 自分の 頂戴 する 

新理智 派と 云い、 新 技巧 派と 云う 名称の 如き は、 ％れ 

も 自分に とって は 寧ろ 迷惑な 貼 札た るに 過ぎない。 そ 

れらの 名称に よって 概括され る 程、 自分の 作品の 特色 

が 鮮明で 単純 だと は、 到底 自信す る 勇気がない からで 

ある。 
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